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生育管理（生育情報を管理する） 

生育情報とは？【概略】 

本システムでは，栽培管理に必要な諸々の情報（特に作物の生育状況や天候などにつ

いての情報，いわば「観察記録」的情報で，本システムでは「生育管理項目」と呼んで

います）を，圃場ごと・日ごとに記録管理できるようになっています。 

記録対象となる生育管理項目は「初期設定」の「生育管理項目」情報（マスタ）管理

機能によって定義されます（初期設定ガイド参照）。定義できる項目数に制限はありませ

ん。任意の項目をデータ型とともに自由に定義できます。データ記録は圃場ごと日ごと

に行うので，日誌的な記録も可能です。 

また，作物生産上の主要な阻害要因（生産を悪化させる要因）を最大 5 項目まで登録

し，圃場ごとにその阻害要因（本システムでは「低収要因」と呼んでいます）を管理で

きるようになっています。 

本システムではこの「生育管理項目」と「低収要因」を併せて「生育情報」と呼んで

います。 

生育情報を単筆入力する【操作】 

生育台帳に対して生育データを単筆（圃場ごとに）入力するには， 

 

１．単筆管理モードから圃場マップ上で対象となる圃場をクリックします。 

（オプション設定に従って個別入力またはタブ切替入力画面が表示されます） 

２．生育台帳入力画面以外の台帳入力画面が表示された場合，画面内の「生育台帳」

ボタンをクリックする（個別入力の場合）か，「生育」タブをクリック（タブ切替

入力の場合）します。 

（生育台帳入力画面が表示されます（図 91）） 

３．画面表示に従って生育管理項目および低収要因を選択・入力します。 

生育管理項目では最初に作物を選択し，次に編集するセルを選択します。生育管

理項目を追加する場合は一覧の最下行にある追加行内セルを選択します。 

「項目名」カラムのセルでは入力対象となる「生育管理項目名」を選択し「デー

タ型」・「単位」に従った「データ値」を入力します。 

「登録日」は既定で操作当日となりますが必要に応じて変更します。 

低収要因では要因ごとの選択肢を選択し，特記事項を必要に応じて入力します。 

４．入力できたら［更新(U)］ボタンをクリックします。 

５．必要に応じて圃場を切り替えながら手順３～４を繰り返します。 

６．入力が終わったら［閉じる(C)］ボタンをクリックして画面を閉じます。 

 

生育台帳の入力項目について 

生育管理項目の入力項目は以下のとおりです（太字項目を入力します）。 

 

 項目名 -------------------------- 生育管理項目を選択します。 

 登録日 -------------------------- データ入力日を指定します。 
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 型 -------------------------------- 生育管理項目のデータ型が表示されます（項目名の選択に

連動して表示されます）。 

 データ値 ----------------------- データ型・単位に対応した値を入力します。 

 単位 ----------------------------- 生育管理項目のデータ単位が表示されます（項目名の選択

に連動して表示されます）。 

 

 

 
図 91 「生育台帳」入力画面（上：個別，下：タブ切替） 
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生育管理項目の「項目名」や「データ型」「単位」は初期設定の「生育管理項目」情報

に登録されている内容です。 

「データ型」には，C:文字列，D:日付，N:整数（小数点なし），F:実数（小数点あり），

L:論理値（True/False），S:選択肢（マスタ登録されている項目から選択），U:URL，I:

画像イメージの 8 種類があります。 

生育管理項目の内容および低収要因名・選択項目は初期設定によって定義・登録され

ます。生育管理項目および低収要因の定義・登録については「初期設定ガイド」を参照

してください。 

 

生育情報を複数圃場に一括入力する【操作】 

複数圃場に対して同じ生育データを一括入力するには， 

 

１．複数圃場選択モードまたは圃場検索により，予め入力対象となる圃場を選択して

おきます。 

２．メインメニューから「台帳入力(I)」→「生育台帳一括入力(G)」を選択・実行する

か，入力ツールバー内の「生育」ボタン（ ）をクリックします。 

（生育台帳一括入力画面が表示されます） 

 

  

図 92 生育台帳一括入力の選択・実行（左：メニュー，右：ツールバー） 

 

３．画面表示に従って生育管理項目および低収要因項目を入力します。 

生育管理項目では初めに対象作物と管理項目を選択し，登録日，データ値を入力

します。 

低収要因では要因ごとの選択肢を選び必要に応じて特記事項を入力します。 

４．空欄データ（低収要因が対象です）の扱いを選択します（チェック有無）。 

５．［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

生育管理項目は対象作物によって異なるので最初に必ず対象作物を選択します。 

生育管理項目を選択するとそれに伴ってデータ型および単位の表示が変化します。そ

れを参考にデータ値を入力します。データ型が S:選択肢の場合は「選択肢」コンボが有

効となります。 

生育管理項目の内容および低収要因名・選択項目は初期設定によって決定（定義・登

録）されます。 
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図 93 生育台帳一括入力画面 

 

生育データ（低収要因）表示【操作】 

生育データ表示（生育台帳登録データの表

示）では，現在「低収要因」データのマップ

表示のみができるようになっています。 

作付台帳表示メニュー（図 66）で「低収要

因(L)」を選択・実行すると，右のような「低

収要因マップ」操作画面が表示されます。 

ここで，「全要因表示」または特定の要因ご

と，および表示したい収量範囲を指定すると，

生育台帳に入力されている低収要因データを

圃場図上で確認できます。 

全低収要因の入力状況表示 

［全要因表示(D)］ボタンをクリックすると

5 項目の低収要因について何れかの選択肢項

目が選択されている（データ入力されている）

圃場が着色表示されます（図 95）。 

また，操作画面の各要因項目名の左隣にあ

るカラーボタンをクリックするとその要因に

ついての入力状況が着色表示されます。 

 

図 94 「低収要因」マップ操作画面 
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図 95 「低収要因」表示例（全要因表示） 

 

特定要因の詳細表示 

「表示要因」コンボにおいて 5 項目の 1 つを選択すると，その低収要因項目について，

選択肢ごとの入力状況がマップ表示されます。また，項目名左隣のボタンをクリックす

るとその選択肢項目について表示されます。 

 

 

図 96 特定要因表示例（「倒伏程度」の場合） 

 

生育情報を一覧表示し編集する【操作】 

メインメニューから「データ管理(M)」→「生育台帳(K)」を選択・実行するか，編集

ツールバー内の「生育」ボタン（ ）をクリックすると，「生育台帳」一覧編集画面が

表示されます。 

 

  

図 97 生育台帳一覧編集の実行（左：メニュー，右：ツールバー） 
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(a) 「生育管理項目」タブ選択画面 

 

(b) 「低収要因項目」タブ選択画面 

図 98 「生育台帳」一覧編集画面例 

 

この画面では，タブ切替により「生育管理項目」と「低収要因」をそれぞれ一覧表示・

編集できます。 

生育管理項目の一覧表示・編集 

「生育管理項目」画面（図 98(a)）では，ツールバー内の「地区別」「作物」「項目別」

コンボで検索条件を選択することにより，指定された条件での絞り込み表示・編集がで
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きるようになっています。 

生育データを編集する場合は「項目名」「登録日」「データ値」欄のセルを選択して編

集状態にしてから，項目を選択または値を入力します。 

「データ値」入力では「データ型」「単位」を参考に適切な値を入力します。 

「データ型」が S:選択肢の場合は一覧の下部にある選択肢コンボが有効となるので，

ここで該当する生育データを選択します。 

生育データを追加する場合は，一覧の最下行（表示されていない場合はスクロールし

ます）にある新規行内のセルをクリック選択して入力します。なお，追加の場合は圃場

連番値や圃場コードも入力することになるので間違いのないように入力する必要があり

ます。 

 

 

追加の場合，圃場連番値，作物名，登録日，項目名（項目コード）の組み合わせが一

意になるように入力しなければなりません（圃場 DB にデータ登録する際の一意制約）。

このため，生育データの追加には注意が必要です。 

 

低収要因の一覧表示･編集 

「低収要因」画面では，ツールバー内の「地区別」「要因別」コンボで検索条件を選択

することにより，指定された条件での絞り込み表示・編集ができるようになっています。 

低収要因データを編集する場合は「データ値」「特記事項」欄のセルを選択して編集状

態にしてから，項目選択または値入力を行います。 

低収要因データを追加する場合は，一覧の最下行（表示されていない場合はスクロー

ルします）にある新規行内のセルをクリック選択して入力します。この場合は圃場連番

値や圃場コードも入力することになるので間違いのないように入力する必要があります。 

 

 

追加の場合，圃場連番値，要因名（要因コード）の組み合わせが一意になるように入

力しなければなりません（圃場 DB にデータ登録する際の一意制約）。このため，低収要

因データの追加には注意が必要です。 
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〔メモ〕 
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栽培作業管理（栽培台帳を管理する） 

栽培作業管理とは？【概略】 

栽培作業管理では，「栽培台帳」を使用して作物栽培に必要な作業（作業名，作業日，

作業人員，使用資材・量，など）を計画し，実際に行われた作業の実績を記録すること

で管理を行います。 

また，水稲の代掻き・田植え・収穫作業については，作業計画最適化計算プログラム

（p.200）による計画作成も可能で，その作成結果に基づいた最終的な作業計画作成も可

能です。 

作業計画・実績データを単筆入力する【操作】 

栽培台帳による栽培作業管理を行うには， 

 

１．メイン画面からツールバーの「管理（選択）」ボタンを選択した状態で，データ入

力したい圃場を選択（左クリック）します。 

２．オプション指定されている「台帳入力」画面が表示されるので，それが栽培台帳

入力画面でない場合は，入力フォーム内左下にある「栽培台帳」ボタンを左クリ

ックします。 

 

すると，以下の「栽培（作業管理）台帳」入力画面が表示されます（図 99）。 

 

 

図 99 「栽培台帳」入力画面 

 

画面中央の「作業内容（計画・実績）」は 3 つのタブに分かれており，それぞれ「当初
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計画」（図 100 左），「実行計画」（図 100 右），「作業実績（履歴）」（図 99）についてのデ

ータを編集します。 

 

  

図 100 当初計画タブ（左）と実行計画タブ（右） 

 

作業データの追加・削除 

選択した圃場に作業データが 1 件も登録されていない場合は，以下のように「作業内

容（計画・実績）」欄はグレー表示（無効）となり，「この圃場に作業データを追加(A)」

ボタンが有効になっているので，これをクリックして作業データを追加します（図 101）。 

 

 

図 101 作業内容が未登録の場合の画面表示 
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すでに何件かの作業データが登録されている状態で，新しい作業データ（作業内容欄

の行レコード）を追加するには，「作業内容の操作」欄内にある「作業追加(I)」ボタンを

クリックします。 

作業データを 1 件（作業内容欄の 1 行分のレコード）削除するには，削除しようとす

るデータ（レコード行）を選択した上で「作業内容の操作」欄内にある「作業削除(R)」

ボタンをクリックします。 

これらの作業追加・削除（作業内容レコード行の追加・削除）は，「当初計画」，「実行

計画」，「作業実績」タブ内のそれぞれのデータに対して同時に行われます（同じ登録 No.

の作業データが同時に追加・削除されます）。 

作業データの編集 

栽培台帳では，当初計画，実行計画，作業実績の 3 通りを入力できます。 

当初計画は一定の作業期間（たとえば春作業期，秋作業期）の前に立てた予定を登録・

管理する場合に入力します。実行計画は，作業期間中に当初計画が何らかの理由（たと

えば天候の影響など）で変更になった場合などの予定変更（修正計画）を管理する場合

に入力します。作業実績は，実際に行われた作業内容を入力します。 

作業履歴情報として使用されるのは実績欄に入力された内容です。このため，実績欄

だけを使用するという使い方をしても構いません。 

後述の作業計画計算プログラム（p.200）で作成された計画は，当初計画または実行計

画として取り込まれます。また，実際の作業進捗に併せて，順次，当初計画から実行計

画へ（「作業内容の操作」欄内の「当初→実行計画」ボタン），実行計画から実績へ（同

「実行計画→実績」ボタン）複写して使用します。 

「作業内容（計画・実績）」欄（当初，実行，実績タブとも）の一覧表およびその下の

詳細入力欄を使用して栽培台帳に入力する項目は以下の通りです。 

 

 
図 102 作業実績入力画面例 
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栽培作業台帳の入力項目について【解説】 

栽培作業台帳に入力する項目は以下のとおりです。このうち太字記載の項目は必須入

力です。 

 

 

作業は対象となる作付作物（区画利用）に依存するので，作業入力に先立って必ず作

付を選択しておく必要があります。作付の指定されていない圃場には作業データを登録

することはできません。作付（作物）は画面左上の「作物名」コンボボックスから選択

します（図 99）。 

 

 作業日 -------------------------- 予定作業日（計画の場合）または実際に作業した作業日（実

績の場合）を入力します。作業日は西暦年月日を図 102 の

例のように半角 8 文字で入力します。 

 作業面積 ----------------------- 作付面積（作付台帳）または耕作面積（土地台帳）に応じ

た作業面積を指定します。また，実際の作業進捗に応じて

途中終了した場合などは実際に作業できた面積を実績値

として指定します。 

 作業名 -------------------------- 作付けされている作物に応じた作業名を選択します。 

 作業時間（作業） ----------- 作業名コンボ右隣の作業時間にはその作業の作業時間を

直接または開始～終了時刻で入力します。 

 

時間の単位はオプション指定により時単位または分単位

を選択できます（システム内部では分単位で管理されてい

ます）。 

 作業者 -------------------------- 作業者名を選択します。複数名の場合は代表者（主たる作

業者または作業責任者）を選択します。 

 メモ ----------------------------- 任意の情報を記録します（半角 50 文字相当まで）。 

 

さらに，実行計画と作業実績タブでは，以下の項目を入力できます。 

 

 作業時間（作業者）--------- 作業者コンボ右隣の作業時間にはその作業者の作業従事

時間を直接または開始～終了時刻で入力します。 

 補助者 -------------------------- 補助作業者を 1 名入力します（必要に応じて）。 

 作業時間（補助者）--------- 補助者コンボ右隣の作業時間にはその補助作業者の作業

従事時間を直接または開始～終了時刻で入力します。 

 ［補助者追加］ボタン ------ 3 名以上の作業者の場合，このボタンをクリックして，3

名以降の作業者を追加します。上限はありません（実質マ

スタ登録されている作業者人数まで）。 

 使用機材 ----------------------- 初期設定の機材マスタに登録されている機械・道具類の中

から使用機材を選択入力します。 

 使用時間 ----------------------- 「使用機材」で選択した機材の使用時間（稼働時間）を直

接または開始～終了時刻で入力します。 

 ［機材追加］ボタン--------- 2 台以上の機材の場合，このボタンをクリックして，2 台

目以降の機材を追加入力します。上限はありません（実質

マスタ登録されている機材台数まで）。 
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 使用資材 ----------------------- 初期設定の肥料・農薬・資材マスタに登録されている生産

資材を使用予定または実績として使用状況（反当使用量，

希釈倍率，総使用量（散布量））と併せて入力します。肥

料 2 件，農薬 2 件，資材（種子・種苗等）2 件まではコン

ボボックスから選択します。もう 1 件の入力欄には（マス

タ登録されていない）任意の資材等を入力します。 

 

資材使用量の数値入力単位はオプション指定により重量

（容量）単位または荷姿単位を選択できます。 

 ［出庫登録］ボタン--------- 使用資材欄で選択・入力した資材使用状況に基づき在庫台

帳に対して出庫処理を行います。 

 

新規出庫の場合は出庫番号が割り振られます。すでに出庫

登録している（出庫番号が割り振られている）場合は現在

の使用状況で上書き更新されます。 

 ［出庫削除］ボタン--------- 出庫番号に基づき，既存の出庫登録を削除（取消）します。 

 

 
図 103 資材使用・出庫登録画面例 

 

すべての作業についての入力が終わったら，必要に応じて，ツールバー内の移動ボタ

ンで前後する圃場（作付指定済み）を選択して作業内容を編集できます。また，別の台

帳表示ボタンをクリックして編集できます。 

「栽培（作業管理）台帳」画面を閉じてメイン画面に戻るには「閉じる(C)」ボタンを

左クリックします。 

複数圃場へ一括入力する【操作】 

共通する作業計画・実績データを複数の圃場に対して一括入力するには， 

 

１．メイン画面のツールバーで「複数選択」ボタンを左クリックして選択状態（反転

表示）にします（圃場複数選択モード，図 40）。 

２．圃場地図画面上で，一括入力対象となる圃場を選択します（図 41）。 

３．メインメニューから「台帳入力」→「栽培台帳一括入力(M)」を選択実行します（図

104）。（「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面（図 105）が表示されます） 

４．必要な項目（作業日，作業名，作業時間，作業者名，補助者名，使用機材・使用

時間，使用資材・使用量など）を入力します。 

５．一括入力時の処理方法（編集動作）を選択します（既定は「追加」）。 

６．在庫操作の有無を選択します。 

７．［OK］ボタンを左クリックします（図 105）。 
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図 104 「栽培台帳一括入力」メニューの選択実行 

（上：メニュー，下：ツールバー） 

 

  

図 105 栽培作業データの一括入力画面 

 

なお，一括入力画面で「入力データを再利用する」をチェックしておけば，次回この

画面を表示した際に，今回入力した値を再利用できます（次回フォームが表示されたと

きに画面内に入力済みとなっています）。 

上記手順７で［OK］ボタンをクリックすると，以下のように入力時に選択した作物（上

記画面では「水稲」）が指定された圃場に作付けされているかどうか順次確認されます。
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この確認で，作付がなかった場合は以下のように「作付がない」と確認表示が出て，そ

の圃場は入力対象から外されます。 

 

 

図 106 作付チェック画面（作付無し） 

 

逆に，指定された圃場で複数の作付が該当した場合は，以下のようにどの作付を入力

対象とするか指定する画面が表示されるので，対象の作付を選択します（「はい」を選択，

「いいえ」で次の作付へ）。 

 

 

図 107 作付選択画面（複数作付） 

 

すべての対象圃場のチェックが済むと以下の「一括入力データ確認・調整」画面が表

示されます。 

 

 

図 108 「一括入力確認・調整」画面 

 

ここで，個々の対象圃場に対して作業面積や作業時間，資材使用量などの入力値を確

認・編集します。 

編集が終わったら（編集が必要ない場合も），「追加実行」ボタンをクリックして一括

入力を確定・実行します。 
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１．一括入力画面で指定された作業時間，資材使用量およびオプションで指定されてい

る動作モード（作業時間および資材使用量の配分モード：単位面積当たり／総面積あ

たり）に応じて，作業時間や資材使用量が対象圃場に初期値として設定されます。 

２．画面内の背景がグレーのセルは編集（調整）できません。背景が白色のセルのみ編

集（調整）可能です。 

３．編集結果に応じて関連するセルの値が更新されます。例えば作業面積を変更すると

資材使用量や作業時間も変化し，それぞれの合計値も更新されます。また，編集可能

な合計値を変更した場合は，対象圃場ごとに現在（調整中）の作業面積に応じて再配

分されます。作業開始時刻・終了時刻については，開始時刻を変更すると作業時間に

応じて終了時刻が更新されます。終了時刻を変更すると開始時刻に応じて作業時間が

更新されます。資材使用量を変更するとその圃場の作業面積に応じてその資材の 10a

当たり使用量が更新されます。 

一括入力後のデータの変更・削除【操作】 

複数圃場に対して一括入力されたデータには「一括入力番号」が付与されています。

この番号を指定することによって，入力済みの一括データを後から変更・削除すること

ができます。そのためには，複数圃場選択モードにおいて圃場を選択していない状態で

「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面を表示します。 

 

 

図 109 一括入力データの変更・削除開始画面 

（複数圃場選択モードで圃場未選択のまま一括入力画面を呼び出す） 

 

表示された「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面（図 110）で，「一括変更」グルー

プボックス内の「一括登録番号」を選択指定します。初期表示では最新の一括登録番号

（最後に入力した一括入力データの登録番号）が選択され，その入力内容が画面内に反

映されています（ただし，資材等の使用量は反映されません。変更時でも新たに再入力

することになります）。 

ここで，一括登録番号を選択すると有効な一括入力データであれば図 111(a)のように

該当する作業データおよび圃場数が表示されますが，削除済みの場合は図 111 (b)のよう

に表示されその登録番号の一括入力データを変更することはできません。 
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図 110 変更・削除モードの「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面 

 

  

 (a) 変更可能なデータ  (b) 削除済みのデータ 

図 111 「一括変更」対象となる入力済みデータの選択 

 

一括入力データの変更 

入力済みの一括入力データを変更するには， 

 

 

１．変更・削除モードの「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面（図 110）で，変更

する有効な一括登録番号を選択します。この際，入力済みの作業内容や使用資材

などを確認し目的の登録済みデータであることを確認します。 

２．一括変更する内容を入力します。資材使用量は必ず再指定します。 

３．変更内容を確認して［OK］ボタンをクリックします。 

  （「一括入力確認・調整」画面が表示されます） 

４．「一括入力確認・調整」画面で必要な編集を行い，最後に［変更］ボタンをクリッ

クして変更を確定します。 

５．確認画面が表示されるのでそれぞれ［OK］ボタンをクリックします。 

 

以上の操作で，選択した一括入力データが変更されます。 
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図 112 一括入力確認・調整画面（一括変更時） 

（必要な調整を行い，最後に［変更実行］ボタンをクリックします） 

 

一括入力データの削除 

入力済みの一括入力データを削除するには， 

 

 

１．変更・削除モードの「栽培台帳（作業実績）一括入力」画面（図 110）で削除す

る有効な一括登録番号を選択します。この際，入力済みの作業内容や使用資材な

どを確認し，削除対象の登録済みデータであることを確認します。 

２．「指定された一括登録番号の作業データを削除する」チェックボックスをチェック

します（図 113）。 

３．［削除実行］ボタンをクリックします。 

４．確認画面に対し［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

図 113 一括入力データの削除操作画面 

 

以上で，指定した登録番号の一括入力データが削除されます。 

一括処理の動作について【解説】 

一括入力データの変換処理について 

作業時間，機材使用時間および資材使用量については，動作設定オプション（ツール

－オプション）での指定に従ってそれぞれ，入力値を「単位面積当たり（10a）の時間（時

間単位または分単位）または使用量」または「選択圃場での総時間（時間単位または分

単位）または総使用量」として処理されます。前者の場合は選択されている個々の圃場

の面積（作付面積または耕作面積）に応じて実時間または実使用量に換算されます。後

者の場合は，個々の圃場面積に応じて時間または使用量が総時間または総使用量から算

出（面積配分）されます。 
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また，これらの値は「一括入力確認・調整」画面（前出）で編集できます。 

一括変更・削除処理について【解説】 

一括変更・削除処理において，登録済みの一括入力データが対象とする圃場構成（対

象圃場群）を変更することはできません。このため，一部の圃場だけ除外したり，新た

な圃場を追加したりして（圃場構成を一部変更して）一括変更することはできません。

また，登録済み対象圃場の一部だけを一括削除することもできません。 

あくまでも最初に一括入力した対象圃場群が一括変更・削除の対象となります。 

このため，既存の一括入力データに対して，対象圃場の一部だけ構成を変えて再入力

したい場合は，初めに対象となる登録済み一括入力データを一括削除した上で，圃場構

成を変えて新たに一括入力する，という手順を採ります。 

栽培台帳データを圃場図表示する【操作】 

栽培作業台帳に入力済みの作業計画・実績データを圃場図上に表示して確認するには，

メイン画面のメインメニューから「台帳表示(D)」→「栽培作業台帳(M)」または表示ツ

ールバーから「作業」ボタン（ ）を選択・クリックします（図 114）。 

 

  
図 114 栽培台帳表示メニューの選択（左：メインメニュー，右：ツールバー） 

 

栽培台帳表示機能としては，日・旬別実施状況表示，作業別実施状況表示，肥料・農

薬・資材の使用状況表示などが可能となっています。 

メイン画面の圃場マップ上のコンテキストメニュー（右クリックショートカットメニ

ュー）からも以下のように栽培作業台帳マップを呼び出しできます。 
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図 115 圃場マップコンテキストメニューからの呼び出し 

 

作業計画・実績を日別・旬別に表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「作業実施状況（日別・旬別）」を選択実行する

と，以下の「作業実施状況（日別・旬別）」表示設定画面が表示されます（図 116）。 

 

 

図 116 日別・旬別作業実施状況表示操作画面 

 

ここで，表示したい「作物」，「品種」，「作業」，「作業者」，「作付」，「作付年」および

当初計画，実行計画，実績を選択します。 

また，日付条件として表示開始日と半旬別・日別を指定します。半旬（5 日おき）別

20 ランクで約 3 ヶ月分，日別 20 ランクで 20 日分の表示が可能です。また，表示開始日

は半旬別では年月，日別では年月日での指定となります。 

以上の表示条件を設定できたら，必要に応じて「表示更新(R)」ボタンをクリックしま

す（条件設定を変更だけで表示が更新される場合もあります）。 

すると，図 117 のように指定された条件に該当する作業実績を持つ圃場が，「作業実施

状況（日別・旬別）」画面に表示されている各ランクに該当する色で着色表示されます。 
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図 117 栽培台帳の作業日別表示例 

（この例では，水稲全品種を対象とした田植え作業実績を表示しています） 

（作付番号 1 が対象で，作付年は限定していません） 

 

作業実績を作業別に表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「作業実施状況（作業別）」を選択実行すると，

以下の「作業実施状況」表示設定画面が表示されます（図 118）。 

最初に，作業実施状況を表示したい「作物」を選択します。すると，設定画面内の「作

業名」コンボが作物に応じた作業に更新されます。一度に表示できる作業は 20 作業まで

なので，作業マスタに作業が 20 種類以上登録されている場合は，ここで表示したい作業

を選択します。 

続いて，必要に応じて表示する「品種」（全品種も可），対象となる作業データの種類

（当初計画／実行計画／作業実績），「作業者」，「作付」，「作付年」を選択指定します。 

これらの表示条件を指定できたら「再表示(R)」ボタンをクリックします。すると，図

119 のように圃場毎に最新の作業状況が着色表示されます。 

「再表示」ボタンでなく設定画面内の作業名の左隣にあるカラーボタンを左クリック

すると，その作業だけが表示対象としてそのボタンの色で着色表示されます。さらに，

CTRL キーを押しながら別の作業ボタンを左クリックすると，クリックした順に，複数

の作業が重ねて着色表示されます。 

また，「未実施」チェックボックスがチェックされている場合は，カラーボタンで指定

された作業が「まだ実施されていない圃場（作業が済んでいない）」として着色表示され

ます。 
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図 118 「作業実施状況」表示設定画面 

 

 

図 119 栽培台帳の作業別実施状況表示例 

（水稲「コシヒカリ」を対象とした作業実績表示例です） 

 

 

複数の作業を同時に表示した場合は凡例の上から下の順に作業が順次重ね塗りされま

す。このため，凡例中の各作業についての圃場枚数表示（数値）と，圃場図内のその色
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で着色されている圃場枚数が必ずしも一致するとは限りません。圃場図上の表示と数値

を一致させたい場合は，設定画面内の「表示面積」チェックボックスをチェックした状

態で再表示（圃場図表示を更新）します。 

 

 

圃場図表示で，設定画面内の作業名ボタンに設定されていない黒色に着色された圃場

が表示される場合があります。この圃場は指定された作物が作付けされているものの，

現在の表示条件に合致するいずれの作業も実施（または計画）されていない圃場です。 

 

作業者の従事状況（従事の有無）を表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「作業者従事状況（作業有無）(W)」を選択実行

すると，「作業者従事状況マップ表示」設定画面が表示されます。 

 

 

図 120 「作業者従事状況（作業有無）」メニューの選択・実行 

 

 

図 121 「作業者従事状況マップ表示」設定画面 

 

ここで，最初に表示する作業者名を選択します（最大 20 名分）。 

次に，表示条件として，作物・品種，作業，作業日，対象作物の作付，作付年，表示

する作業データの種類（当初計画・実行計画・作業実績）と作業者の種類（主作業者・

補助作業者・追加作業者）を指定します。 

これらの条件指定に伴い，随時マップ表示は更新されます。また，「再表示(R)」ボタ

ンをクリックしてもマップ表示は更新されます。 
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図 122 作業者従事状況マップ表示例 

 

作業者の実働状況（従事時間）を表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「作業者実働状況（個人別作業時間）(X)」を選

択実行すると，以下の「作業者従事状況マップ表示」設定画面が表示されます。 

 

 

図 123 「作業者実働状況」マップ表示設定画面 

 

ここで，表示条件として，作物，作業，作業者（必須選択），対象作物の作付，作付年

を指定します。さらに，表示階級（作業時間ランク）を適宜設定して（数値を変更して
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［設定］ボタンをクリック），［再表示(R)］ボタンをクリックします。 

これにより，指定した作業者の作業時間別従事状況がマップ表示されます。 

機材の稼働状況を表示する 

機材の稼働状況についても，作業者の従事状況と同様に操作して，機材ごとの使用有

無と指定機材の稼働時間をマップ表示できます。 

資材の使用有無を表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「肥料使用状況（使用有無）(E)」，「農薬使用状

況（使用有無）(Q)」，「資材使用状況（使用有無）(Y)」を選択実行すると，以下の「肥料

使用状況マップ」（図 124 左），「農薬使用状況マップ」（図 124 中），「資材使用状況マッ

プ」（図 124 右）表示設定画面がそれぞれ表示されます。 

ここで，表示する「作物」，「品種」，「作業」，「作業日」，「作付」，「作付年」および作

業データ種類（当初計画・実行計画・作業実績）を指定し，「再表示(R)」ボタンをクリ

ックすると，指定された条件で各資材の使用有無が圃場図上に着色表示されます。 

なお，設定画面の「資材名」は最大 20 件までを選択できます。この際，肥料・農薬に

ついては，各表示設定画面下部の「項目更新する設計」の中からそれぞれ施肥設計・防

除設計を選択することで一括して「資材名」欄に肥料名・農薬名を設定できるようにな

っています。 

 

   

図 124 肥料（左）・農薬（中央）・資材（右）使用有無表示設定画面 

 

資材の使用量を表示する 

栽培台帳表示メニュー（図 114）から「肥料使用状況（肥料別使用量）(F)」，「農薬使

用状況（農薬別使用量）(P)」，「資材使用状況（資材別使用量）(M)」を選択実行すると，

以下の「肥料使用状況」（図 125 左），「農薬使用状況」（図 125 中央），「資材使用状況」

（図 125 右）表示設定画面がそれぞれ表示されます。 
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図 125 肥料（左）・農薬（中央）・資材（右）使用量表示設定画面 

 

ここで，表示対象とする「農家」（所有者または耕作者），「作物」，「資材（肥料，農薬，

その他資材）」，「作付」，「作付年」を指定します。 

さらに，必要に応じて，使用量（反当使用量または実散布量）の表示階級（基準値と

階級幅値）を指定し「再表示(R)」ボタンを左クリックすると，圃場ごとに指定した資材

の使用状況（使用量）に応じて圃場図が着色表示されます。 

階級設定の「基準値」は使用量表示階級の中央（画面の上から 6 番目）の階級値とし

て使用されます（図では黄緑色のランク）。この値を基準に使用量の多い・少ないを一目

で確認できます。 

 

 

表示色の組み合わせは初期設定－「表示色」の「資材表示用（⊿11）」が使用されます。

基準となる 6 番目を境に上下で系統の分かれる着色にすると，ここでの表示が分かりや

すくなります。 

 

作業データを一覧表示して編集する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「データ管理(M)」→「栽培管理台帳(M)」を選択実

行し，表示・編集対象の作物を選択指定すると，以下のような「栽培台帳（作業管理）」

一覧編集画面が表示されます。 

この一覧には，「作業マスタ」として作物ごとに登録されている全作業について，予定

または実施された作業日（当初・実行計画･作業実績）が表示されます。 

ただし，同一作業が複数日に入力されている場合は，最後に予定または実施された日
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が表示されます。既定では「作業実績」が表示されますが，メニューバー内のコンボボ

ックスより「当初計画」「実行計画」を選択して切替表示できます。 

 

 

図 126 栽培（作業）管理一覧表示 

（作物として「水稲」，表示対象として「作業日」の「実績」を表示している例です） 

 

栽培台帳データ（「作業日」をはじめとする編集対象データ）を編集するには目的のセ

ルをダブルクリックします。これにより，該当圃場の栽培作業台帳入力フォーム（図 99）

が表示されるので，ここで必要な編集を行います。 

また，編集可能なデータセル（背景が白色）を選択した上で右クリックして表示され

るショートカットメニュー（図 127）から，栽培台帳入力画面（図 99）または作業計画・

実績（スケジュール）管理画面（図 228）を表示できます。 

 

 
図 127 栽培台帳一覧ショートカットメニュー 

 

また，一覧表示画面の「ファイル(F)」メニューより「CSV 形式のファイルを開く(R)」，

「CSV 形式でファイルを保存(W)」を選択実行することで，栽培台帳データの現在の表

示内容を CSV 形式ファイルとの間で入出力できます。 

CSV ファイル入出力の注意事項については p.42 を参照してください。 

栽培台帳データの確認・編集，CSV 形式ファイルとの入出力などの必要な作業が終了

したら，「ファイル(F)」→「閉じる(C)」メニューを選択実行して一覧画面を閉じメイン

画面に戻ります。 
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作付台帳と照合し作業データを整理する 

栽培作業台帳上の作業データは作業対象作物に依存しています。このため，作付台帳

に登録されている作付データが削除された場合は，それに依存している栽培作業データ

も削除する必要があります。 

このためには，栽培作業台帳一覧編集画面の「編集(E)」メニューから「作付台帳照合・

整理(V)」を選択実行します。 

 

 

図 128 「作付台帳照合・整理」メニューの選択・実行 

 

 

通常の使用ではこの機能を使用することはあまりありません。しかし，過年度の管理

ファイルを複写利用して，作付を変更しながら今年のデータを入力していくような場合

には，すでに複写された過年度の栽培作業データが残っている状態で，作付が変更され

ることになります。 

このような場合に，作付台帳照合を行い，栽培作業台帳上のデータを整理する（作付

データとリンクしていない作業データを削除する）必要があります。 

 

作業実績データの一覧・レポート作成【操作】 

メインメニューから「台帳表示(D)」→「栽培作業台帳(M)」と辿り，「作業者実績一覧」，

「補助者実績一覧」，「機械使用一覧」，「肥料使用一覧」，「農薬使用一覧」，「資材使用一

覧」を選択・実行すると以下のような一覧画面が表示されます。この例は「作業者実績

一覧」の画面です。 

 

 

図 129 作業者実績一覧画面 

 

これらの画面ではデータ編集はできませんが，画面上部のツールバー内に表示されて

いる一覧データ項目によってデータの検索・絞り込み表示ができます（図 130）。 
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図 130 作業者実績一覧の検索・絞り込み設定例 

 

さらに，「ファイル(F)」→「レポート出力(R)」を選択・実行すると，現在一覧表示さ

れている内容に基づいてレポート出力画面が表示されます（図 131）。このレポート出力

画面では，印刷（プリンタ出力）の他に PDF やワード，エクセル形式でレポート内容を

保存できます。 

 

 

図 131 作業者実績一覧レポート出力画面 

 

作業軌跡表示【操作】 

GPS センサ・ロガーなどを使用して収集し GPX（または GPXX）ファイルおよび ESRI

シェイプファイル（ポイントシェイプまたはラインシェイプ）として保存されている作

業軌跡データを圃場図上に重ね表示するには，メインメニューから「台帳表示(D)」→「作

業軌跡(L)」を選択・実行します。 

 

 
図 132 作業軌跡メニューの選択・実行 

 

「作業軌跡表示」画面（図 133）が表示されるので，保存されている作業軌跡ファイ

ル（GPX またはシェイプ）一覧の中から，表示するファイル名を左クリックして選択し

［マップ表示］ボタンをクリックします。 

既定のフォルダ（「初期設定」の「管理ファイル編集」）を登録していない場合は「…」

を左クリックして作業軌跡ファイルが保存されているフォルダを先に指定します。 
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(a) 既定フォルダなしの初期表示 (b) フォルダ指定後のファイル一覧例 

図 133 作業軌跡表示画面 

 

以上の操作で以下のように選択されたシェイプファイルが読み込まれ，圃場地図上に

重ね表示されます（赤色の点または線）。 

 

 

図 134 作業軌跡表示画面例 

 

シェイプファイルの選択を解除して［マップ表示］ボタンをクリックすると軌跡表示

は消えます。また，「作業軌跡表示」画面を閉じるとすべての軌跡表示は消去されます。 

軌跡表示状態で［印刷］ボタンをクリックすればマップ画面を印刷できます。 

また，以下のように選択・表示中のシェイプファイル名を右クリックして表示される

ショートカットメニュー（図 135）から「属性データテーブル表示(T)」を選択実行する

と，そのシェイプファイルの属性データを一覧表示することができます（図 136）。 

 

 

図 135 作業軌跡シェイプファイル一覧のショートカットメニュー 
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図 136 作業軌跡シェイプの属性データ一覧表示画面 

（GPS から取得された緯度・経度値や時刻などを確認できます） 

 

同じショートカットメニューから「軌跡トレース表示(A)」を選択実行すると，圃場図

上に重ね表示されている作業軌跡をトレース表示します。トレース表示中はマウス左ク

リックでトレース表示を加速し（間引き表示），右クリックで表示を終了できます。 

「軌跡データ保存(S)」を選択実行すると，選択中の作業軌跡データを本システムの連

続データ格納用データベース”gpxxDB”に保存できます。以下の「GPX 情報設定」画面

が表示されるので，作業軌跡データについての情報を指定して保存します。 

 

 
図 137 GPX 作業軌跡情報設定画面 
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表示・入力項目は以下のとおりです（太字項目は必須）。 

 

 GPX 情報 ---------------------- 作業軌跡ファイルに記載されている情報が表示されます

（編集できません）。 

 識別 ID ------------------------- 保存される作業軌跡データを識別するための ID で自動

生成されます。 

 識別名称 ----------------------- 保存される作業軌跡データを識別するための名称文字列

を指定します。 

 レコードタイプ -------------- gpxxDB に保存するデータの種類を選択します。選択肢

はシステム固定です。 

 データソース ----------------- データソースの説明を入力します。通常，データの由来

や素性を示す文字列を指定します。 

 対象圃場・台帳 -------------- このデータが所属する圃場・台帳レコードを特定する情

報（圃場・台帳へのリンク情報）を選択します。 

 

GPS データの取得～シェイプ変換【解説】 

GPS データ取得には市販の GPS センサを使用します。PF（精密農業）用機器を搭載

した農業機械を使用する場合もあります。 

ノート PC や PDA などの携帯情報端末に装着可能な GPS センサ製品と PMS 姉妹ソ

フトである PFUManager を組み合わせて取得した GPS 作業軌跡データは直接シェイプ

ファイル（緯度・経度値をもつシェイプ）に出力できるので，ShapeMaker で緯度・経

度→平面直角座標変換して，本プログラム上で作業軌跡表示できます。 

また，ハンディ GPS ロガー製品や GPS 内蔵の携帯情報端末の場合は作業軌跡データ

を GPX 形式で出力・保存することにより，”GPX”形式経由で ShapeMaker により平面

直角座標シェイプファイルに変換して，または GPX 形式を直接読み込み内部でシェイプ

形式に変換して作業軌跡表示に使用できます。 

GPX 形式についてはお使いの GPS ロガー製品や付属のソフトウェアなどの説明を参

照して下さい。ネット検索でも多くの情報が得られるはずです。GPX 形式を拡張した

GPXX 形式については PMS サポートサイト（http://www.aginfo.jp/PMS/）内の

「FarmXML ページ」を参照して下さい。 

 

  

http://www.aginfo.jp/PMS/


－95－ 

受託作業管理（受託台帳を管理する） 

受託作業管理とは？【概略】 

受託作業管理では，「受託台帳」を使用して，受託作業名，作業日，作業者，作業量（出

来高），使用機材・資材などの実績を記録管理します。 

作業量（出来高）については，受託作業マスタ（→「初期設定ガイド」）に登録されて

いる受託作業ごとの「作業単価相当単位作業量（単価作業量）」（作業単価に相当する単

位作業量，たとえば耕起作業であれば 10a 当たりまたは 1 時間当たりなど，玄米袋運搬

作業であれば 30kg1 袋当たりなど）の単位でどれだけの作業量であったかを記録します。

この記録（出来高）が周辺ツールの「料金計算」において集計され，作業単価に基づき

経費換算されます。 

資材使用については，栽培作業（栽培台帳）同様，在庫管理へ反映（出庫登録）でき

ますが，在庫管理上は栽培台帳からの出庫と区別されません（同等に扱われます）。この

ため，栽培作業での資材使用と受託作業での資材使用を明確に分ける必要がある場合は，

在庫管理上の倉庫を分ける（同じ資材を栽培作業用の倉庫と受託作業用の倉庫に登録し，

それぞれで出庫（在庫）管理する）などの対応を行います。 

受託作業データを単筆入力する【操作】 

圃場ごとに受託作業データを入力するには， 

 

１．メイン画面ツールバーの「管理（選択）」ボタンをクリックして選択状態（反転表

示）にします（単筆管理モード）。 

２．対象となる圃場を選択（左クリック）し，最初に表示される「台帳入力」画面が

「受託作業台帳入力」でない場合は，画面内にある「受託台帳」ボタンをクリッ

クします（個別台帳入力／タブ切替台帳入力とも）。 

（「受託作業台帳入力」画面（図 138）が表示されます） 

３．「受託内容(J)」欄がグレー表示（無効）になっている場合は，「受託作業データを

追加(A)」ボタンをクリックします（初期データが一覧に追加されます）。 

４．「作物名」コンボから作業対象の作付作物を選択します。 

 複数の作付が登録されている場合は間違えないように必ず選択します。 

（この操作により「受託内容」欄が選択した作物に応じて更新されます） 

５．「受託内容(J)」欄内の一覧および詳細入力欄を使用して，必要な項目を入力します。 

６．追加作業者（2 人目以上の作業者），機材，肥料，農薬，その他資材の使用実績を

入力する場合は，該当するボタンをクリックし，表示される各画面にしたがって

必要な項目を入力します。 

７．必要に応じて「1 件追加」「1 件削除」ボタンを使用しながら受託作業データを追

加・削除します。 

８．必要に応じて別の圃場についても同様に処理します。 

９．すべての圃場について入力が終わったら，別の台帳に進むか，「閉じる(C)」ボタ

ンを左クリックして「受託作業台帳入力」画面を閉じます。 
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図 138 「受託作業台帳入力」画面 

 

「受託作業台帳入力」画面の入力項目は以下のとおりです（太字項目は必須入力）。 

 

 作物名 -------------------------- 対象作物を選択します。複数の作付がある場合は必ず選択

する必要があります。 

 作業 ----------------------------- 「初期設定」で登録されている受託マスタの中から該当す

る受託作業名を選択します。 

 受託作業日 -------------------- 受託作業日を年，月，日それぞれ入力します。 

 作業量 -------------------------- 単価作業量単位で作業量（出来高の員数）を入力します。

単価作業量単位は選択した受託作業に応じて入力欄の右

側に表示されます。 

 作業者 -------------------------- 作業者を選択します。 

 作業面積 ----------------------- 作業面積を入力します（アール単位）。作業によっては空

欄のままでも構いません。 

 作業時間 ----------------------- 分単位で作業時間を入力します。開始～終了時刻を指定す

ることで自動入力されます。 

 備考 ----------------------------- 任意事項を入力します（100 文字以内）。 

 

追加作業者，機材，資材については，該当ボタンをクリックして表示される以下の各

画面にしたがって入力します。 

追加作業者を入力する 

「受託作業台帳入力」画面（図 138）で［追加作業者］ボタンをクリックすると以下

の「追加作業者」画面が表示されます。 

ここで，画面にしたがって 2 人目以降の作業者データを入力します。 

 

１．作業者を追加するには「作業者一覧」コンボボックスから作業者を選択します。 
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（選択した作業者名が「追加作業者一覧」に追加されます） 

２．作業時間（分単位），作業開始～終了時刻（時：分）を入力します（開始～終了時

刻を入力すると，それに合わせて作業時間が更新されます）。 

３．作業者を削除するには，「追加作業者一覧」内の削除したい作業者の行を選択（行

内の任意のセルを選択）してから［削除］ボタンをクリックします。 

４．手順１～３を繰り返して必要な作業者を入力し，すべて入力できたら［閉じる］

ボタンをクリックします。 

 

 

図 139 「追加作業者」入力編集画面 

 

使用機材を入力する 

「受託作業台帳入力」画面（図 138）で［機材］ボタンをクリックすると以下の「使

用機材」画面が表示されます。 

ここで，画面にしたがって使用機材データを入力します。 

 

 

図 140 「使用機材」入力編集画面 

 

１．使用機材を「使用機材一覧」に追加するには「機材一覧」から機材種別および機

材名を選択します。 

２．使用時間（分単位），使用開始～終了時刻（時：分）を入力します（開始～終了時

刻を入力すると，それに合わせて使用時間が更新されます）。 

３．使用機材を一覧から削除するには，削除したい機材の行を選択（行内の任意のセ

ルを選択）してから［削除］ボタンをクリックします。 
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４．手順１～３を繰り返して必要な使用機材を入力し，入力できたら［閉じる］ボタ

ンをクリックします。 

 

使用資材（肥料・農薬・その他資材）を入力する 

「受託作業台帳入力」画面（図 138）で［肥料］～［資材］ボタンをクリックすると

以下の「使用肥料」（図 141）～「使用資材」（図 143）画面が表示されます。 

ここで，それぞれの画面にしたがって使用資材（肥料・農薬・その他）データを入力

します。 

 

１．使用資材（肥料・農薬・その他資材）を「使用一覧」に追加するには各資材の一

覧から肥料・農薬・資材（種別および資材名）を選択します。 

２．使用量（10a 当たり），希釈倍率，散布量（実使用量）を入力します。 

単位は各資材のマスタ情報に従います（画面には表示されません）。 

３．使用機材を一覧から削除するには，削除したい機材の行を選択（行内の任意のセ

ルを選択）してから［削除］ボタンをクリックします。 

４．手順１～３を繰り返して必要な使用機材を入力し，入力できたら［閉じる］ボタ

ンをクリックします。 

 

 

図 141 「使用肥料」入力編集画面 

 

 

図 142 「使用農薬」入力編集画面 
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図 143 「使用資材」入力編集画面 

 

 

使用量は，肥料については反当 kg（キログラム）単位，農薬については反当 g（グラ

ム）または ml（ミリリットル）単位，その他資材については反当 kg または各資材の相

当単位（資材マスタに登録されている単位）で入力します。 

希釈倍率については液剤等の希釈倍率を入力します。希釈が関係ない資材については 1

のままとします。 

散布量は，使用量と希釈倍率と作付面積に応じて自動計算されるので，通常入力の必

要はありません（必要であれば直接変更できます）。 

 

受託作業データを農家別に入力する【操作】（この機能は今後改修される予定です） 

農家別に受託作業データを入力するには， 

 

１．メインメニューから「台帳入力(I)」→「農家別受託作業入力（受託台帳）(Q)」を

選択実行します。 

（「農家別受託作業入力」画面（図 144）が表示されます） 

２．「農家名（所有者）」コンボボックスを操作して対象となる農家名を選択します（画

面下半分の「受託作業一覧(L)」にその農家が所有する圃場が列挙され，受託作業

データが登録されている場合は該当する作業欄（列）にチェックマークが表示さ

れます）。 

３．受託作業内容を編集する圃場（行）の該当する作業番号のセルを選択（左クリッ

ク）します。 

４．画面上方の「委託作業(J)」入力欄に，必要な項目を入力します。 

５．手順３～４を繰り返し，必要な作業データを入力します。 

６．手順２～５を繰り返し，他の農家に対して入力します。 

７．すべての編集が終了したら，「閉じる(C)」ボタンをクリックします。 

 

 

この機能は 2009 年 11 月時点で，2009 年に拡張された受託作業台帳に対応していませ

ん。今後，改修される予定です。 
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図 144 「農家別受託作業入力」画面例 

 

受託作業データを複数圃場に一括入力する【操作】 

同一の受託作業データを複数の圃場に対して一度に入力するには， 

 

１．メイン画面ツールバー内の「複数選択」ボタンをクリックして（図 40），複数圃

場選択モードにします。 

２．圃場図上で一括入力の対象となる圃場を選択します（図 41）。 

（圃場検索機能でも選択できます） 

３．メインメニューから「台帳入力(I)」→「受託台帳一括入力(C)」を選択実行するか，

「入力」ツールバー内の「受託（ ）」ボタンをクリックします。 

 

 

図 145 「受託台帳一括入力」画面 
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４．必要な項目を入力・選択します（図 145）。 

５．追加作業者，使用機材，資材がある場合は該当のボタンをクリックして各入力画

面を表示し（図 146），画面にしたがって必要項目を入力します。 

 

  

(a) 追加作業者指定画面        (b) 使用機材指定画面 

 

(c) 使用資材（肥料・農薬・その他資材）指定画面 

図 146 受託台帳一括入力補助画面 

 

６．資材を入力した場合は必要に応じて在庫操作を指定します。 

７．必要な項目をすべて入力できたら，［OK］ボタンをクリックします。 

  （以下の「一括入力データ確認・調整」画面が表示されます） 

 

 

図 147 一括入力データ確認・調整画面（受託台帳） 

 



－102－ 

８．「一括入力データ確認・調整」画面で必要な編集（調整）を行います。 

９．一括入力データの確認・調整ができたら，［追加実行］ボタンをクリックします。 

10．確認画面で順次［OK］ボタンをクリックします。在庫連動（出庫登録）する場合

は必要に応じて出庫対象となる資材倉庫を指定します。 

 

 
(a) 受託台帳一括登録確認画面 

  
 (b) 倉庫選択画面     (c) 出庫処理完了確認画面 

  

(d) 追加完了確認画面 (e) 全追加操作完了確認画面 

図 148 受託作業一括入力確認操作画面 

 

 

・作業量の指定は反当当たりの単価作業量単位，または作業総面積当たりの単価作業料

単位となります。反当／総面積のいずれかは動作オプション指定（p.191）に従います。 

・一括入力データ確認・調整画面での操作は栽培作業台帳一括入力の場合と同様です。

詳細操作等については栽培作業台帳一括入力の項（p.75）を参照してください。 

・一括入力では作業者ごとの作業時間や機材の使用時間を圃場ごとに指定することはで

きません。受託作業自体の圃場ごとの時間が割り当てられます。個別に指定したい場

合は，一括入力後単筆入力画面を使用して圃場ごとに指定します。 

・使用資材入力画面（図 146）では，肥料・農薬・その他資材をまとめて入力できます。

また，使用量単位は各資材のマスタ情報に従って指定します（画面表示されません）。 

 

受託作業データをマップ表示する【操作】 

受託台帳に入力された受託作業データ（実績）を表示するには，メイン画面のメイン

メニューから「台帳表示(D)」→「受託台帳(C)」と進みます（図 149）。 

受託台帳のマップ表示では，栽培台帳と同様に，実施状況の日別・旬別表示や作業別

表示，作業者の従事状況や機材・資材の使用状況表示ができます。 
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図 149 「受託台帳表示」メニュー 

 

日別・旬別に受託作業実施状況をマップ表示する 

「受託台帳表示」メニュー（図 149）で，「実施状況（日別・旬別）(T)」を選択実行す

ると，以下の「受託作業実施状況（日別・旬別）」表示設定画面が表示されます（図 150）。 

 

  

図 150 受作業実施状況マップ表示操作画面 

 

ここで，表示条件として，委託元の農家名，受託作業名，作付，作付年，表示する時

期（月・旬）を指定し，「再表示(R)」ボタンを左クリックすると，以下のように条件に

該当する圃場が，各作業日または旬に割り当てられた色で着色表示されます（図 151）。 
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図 151 受託作業状況表示例 

 

作業別に受託作業実施状況をマップ表示する 

「受託台帳表示(C)」メニューから「実施状況（作業別）(S)」を選択実行すると以下の

「受託作業実施状況」表示設定画面が表示されます（図 152）。 

 

  

図 152 作業別「受託作業実施状況」表示設定画面 

 

最初に，20 個ある作業名コンボボックスを操作して表示したい受託作業を選択します。

既定では受託作業マスタに登録されている先頭 20 件までの受託作業名が表示されます

（20 件無い場合はあるだけ表示されます）。 

次に，必要に応じて表示条件として作業委託元農家，作付，作付年を指定し，「再表示

(R)」ボタンをクリックします。 

特定の受託作業についてマップ表示する場合は，設定画面内の作業名カラーボタンを

クリックします。また，CTRL キーを押しながらクリックすると複数の受託作業状況を

順次重ねて表示できます。 
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図 153 作業別受託状況表示例 

 

作業者従事状況および機材・資材使用状況をマップ表示する 

受託作業台帳の作業者従事状況および機材や資材の使用状況マップについては，栽培

台帳と共通の表示設定画面を使用しています。 

操作方法，表示内容等については，栽培作業台帳表示の該当箇所（p.85～p.87）を参

照してください。 

作業者従事状況および機材・資材使用状況を一覧表示する 

受託作業台帳の作業者従事状況および機材や資材の使用状況の一覧形式表示について

も，栽培作業台帳と同様に操作して，特定項目での絞り込み表示やレポート出力ができ

ます。 

以下は一例として，受託作業での機材使用状況一覧を表示したものです。 

 

 

図 154 受託作業「機材使用一覧」ツールボタンメニューの選択・実行 

 

 

図 155 受託台帳機材使用一覧表示例 
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図 156 「レポート表示」メニューの選択・実行 

 

 
図 157 受託作業での機材使用状況レポート表示例 

 

受託作業データを一覧表示して編集する【操作】 

受託台帳に登録されているデータを一覧表示するには，メイン画面のメインメニュー

から「データ管理(M)」→「受託台帳(C)」を選択実行します。 

 

 

図 158 受託台帳一覧編集画面 
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この画面では，管理対象となっているすべての圃場について，登録されている受託作

業をおこなった作業日（実績）が一覧表示されます。 

編集する場合は，目的のセルを選択して日付を入力します（受託作業実施日を編集す

ることができます）。 

表示確認・編集が終わったら，「ファイル(F)」→「閉じる(C)」メニューを選択実行し，

メイン画面に戻ります。 

作付台帳と照合し受託作業データを整理する 

受託台帳上の受託データは対象作物に依存しています。このため，作付台帳に登録さ

れている作付データが削除された場合は，それに依存している受託作業データも削除す

る必要があります。 

このためには，受託台帳一覧編集画面の「編集(E)」メニューから「作付台帳照合・整

理(V)」を選択実行します。 

 

 

図 159 「作付台帳照合・整理」メニューの選択・実行 

 

 

通常の使用ではこの機能を使用することはあまりありません。しかし，過年度の管理

ファイルを複写利用して，作付を変更しながら今年のデータを入力していくような場合

には，すでに複写された過年度の受託作業データが残っている状態で，作付が変更され

ることになります。 

このような場合に，作付台帳照合を行い，受託作業台帳上のデータを整理する（作付

データとリンクしていない受託データを削除する）必要があります。 
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〔メモ〕 
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土壌管理（土壌台帳を管理する） 

土壌管理とは？【概略】 

土壌管理では，栽培する作物ごとに土壌診断に基づく土壌成分データを登録管理でき

ます。土壌の種類や栽培する作物に応じて，栽培に適した土壌状態を保つために一般に

土壌診断が行われ，各種の土壌成分値を把握します。 

本システムではその成分値（数値データ）を「土壌管理項目」として作物ごとに最大

10 項目まで登録管理できます。土壌管理項目は初期設定において作物ごとに登録します

（→「初期設定ガイド」）。 

土壌データを圃場ごとに入力する【操作】 

選択した圃場に土壌管理データを入力するには， 

 

１．メイン画面で「管理（選択）」ツールボタンを左クリックして選択（反転表示）状

態にします。 

２．目的の圃場を選択（左クリック）して「台帳入力」画面を表示します。この時，「土

壌台帳」以外の台帳フォームまたはタブが表示されている場合は，「土壌台帳」ボ

タン（個別台帳フォームの場合）または「土壌台帳」タブ（タブ切替台帳フォー

ムの場合）を左クリックします。 

（「土壌台帳入力」画面が表示されます） 

 

 

図 160 土壌台帳単筆入力フォーム（個別版） 
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図 161 土壌台帳単筆入力フォーム（タブ切替版） 

 

３．複数の作付が登録されている場合には，最初に対象作物（作付）を選択します。 

４．画面に従って，土壌診断に基づく土壌成分値を入力します。 

５．必要に応じて入力圃場を切り替えながら，別の圃場についても土壌成分値を入力

します。 

６．入力が終了したら「閉じる(C)」ボタンをクリックしメイン画面に戻ります。 

 

水田用の施肥設計を行う【概略】 

各台帳入力画面で「施用台帳」ボタン（個別台帳入力フォームの場合）または「施用

台帳」タブ（タブ切替台帳入力フォームの場合）をクリックすると，以下の施用台帳画

面が表示され，水稲用の簡単な施肥設計を行うことができます。 

施用台帳では，初期設定の土壌成分目標値（→初期設定ガイド）で入力された値と現

在の土壌診断に基づく成分値を比較して，必要な施肥量を算出します。実際の施肥量は，

水田土壌の種類によっても異なりますので，ここでの計算結果はあくまでも目安として

ください。 

計算には，現在の成分値と目標値の他に，水稲による収奪量や，土壌の仮比重，耕深，

使用資材の有効成分含有率が必要となります。画面に従ってそれぞれの数値を入力し，

「施肥計算」ボタンをクリックすると，計算結果が表示されます。 

 

 

この機能は PMS の【オリジナル版】の元となった鳥取大学の「圃場作業管理システム」

に実装されていたものをオリジナル版に忠実に移植し，さらにそれを【.NET 版】の本プ

ログラム（Manager.exe）に移植し直したものです。このため，施肥計算の肥料設定な

ども鳥取大学において最初に開発された当時（1990 年代）のままとなっています。現時

点での計算結果の妥当性が検証されているわけではありません。 
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図 162 「施用量台帳」入力画面（左：個別版，右：タブ切替版） 

 

土壌管理データを一覧表示する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「データ管理(M)」→「土壌台帳(S)」を選択実行す

ると，以下の「土壌台帳」一覧画面が表示されます（図 163）。 

 

 

図 163 「土壌一覧表」画面 

 

表示直後は，すべての圃場について土壌成分値が一覧表示されます。しかし，土壌管

理項目（成分項目）は作物によって異なるため，最初に「対象作物」を選択します。こ

れにより，選択した作物の土壌成分管理項目内容がカラム（列）ヘッダに表示されます。 
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また，必要に応じて，該当するセル（圃場と成分項目で決まります）をクリックして

該当する成分値を編集できます。 

土壌管理データを初期化する 

管理ファイル作成直後などで，土壌管理データが登録されていない場合に，一括して

土壌管理データを初期化するには，土壌台帳一覧編集画面から「編集(E)」→「初期化(I)」

を選択実行します。 

 

 

図 164 土壌管理データの初期化メニューの選択・実行 

 

これにより，土壌管理データ未登録圃場の各成分値が 0 で初期化されます。 

作付台帳と照合し土壌管理データを整理する 

土壌管理項目は作物に依存しているため，作付が変更・削除されると土壌台帳上に対

応する作付作物の存在しない土壌管理データが残ります。これを解消するために，土壌

台帳一覧編集画面から「編集(E)」→「作付台帳照合・整理(V)」を選択実行します。 

 

 

図 165 「作付台帳照合」メニューの選択・実行 

 

これにより，作付台帳との照合が行われ，対応する作付のない土壌管理データが削除

されます。 

土壌管理データをマップ表示する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「台帳表示(D)」→「土壌台帳(S)」→「マップ表示(M)」

を選択実行すると，以下の「土壌成分マップ表示」画面が表示されます（図 166）。 

ここで，表示条件として「対象作物」，「作付」，「作付年」を指定し「成分別表示(E)」

コンボボックスから表示したい成分（管理項目）を選択すると，その成分の状況がマッ

プ表示されます。以下の例では，リン酸についての状況を表示しています（図 167）。 
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図 166 「土壌データ」圃場図表示指定画面 

 

 

図 167 土壌台帳データの圃場図表示例 

 

この他，［入力確認］ボタンで土壌管理データの入力状況を，［不足成分数］ボタンで，

目標値に至っていない土壌成分管理項目数をマップ表示できます。 

土壌管理データをグラフ表示する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「台帳表示(D)」→「土壌台帳(S)」→「成分レーダー

表示(G)」または「地区別棒グラフ(B)」を選択実行すると，以下のような土壌管理データ
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（土壌成分値）に基づくグラフを表示できます。 

何れのグラフも作物ごとの表示となります。また，成分レーダーチャートでは圃場を

特定した表示が可能です。 

 

 

(a) 成分目標値に対するレーダーチャート 

 

 

(b) 成分毎の地区別表示 

図 168 土壌成分データのグラフ表示 

 

 

初期設定の土壌管理項目マスタにおいて管理項目ごとに土壌成分目標値が登録されて

いる必要があります。 
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品質管理（品質台帳を管理する） 

品質管理とは？【概略】 

品質管理では，作物ごとにその品質データを登録管理します。品質管理に使用する項

目（等級，各種成分値，審査値などの数値データ項目）は作物ごとに最大 10 項目まで登

録できます（→初期設定の品質管理情報（品質マスタ））。 

品質データを圃場ごとに入力する【操作】 

選択した圃場に対して一筆ずつ品質台帳データを入力するには， 

 

１．メイン画面の「管理（選択）」ツールボタンをクリックします。 

２．目的の圃場をクリックして選択します（個別またはタブ切替「台帳入力」画面が

表示されます）。 

３．「品質台帳」ボタンまたは「品質台帳」タブをクリックします（図 169）。 

４．最初に「作物名」を選択します（これにより品質項目マスタに作物ごとに登録さ

れている品質管理項目が反映されます）。 

５．「品質台帳入力」画面に従って，必要な項目（品質データ）をすべて数値で入力し

ます。 

６．入力が終わったら，別の圃場へ移動するか，フォームを閉じます。 

 

  

図 169 「品質台帳入力」画面（左：個別，右：複数台帳切替） 

 

品質データ入力について【解説】 

品質データは作付指定されている作物に応じた品質管理項目について入力します。予

め品質項目マスタおよび作付が登録されていない場合は品質データを入力することはで

きません。 
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作物ごとに品質項目マスタに登録されている品質管理項目については，各項目に応じ

て適切な数値を入力します。 

品質データを一覧表示・編集する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「データ管理(M)」→「品質台帳(Q)」を選択実行す

ると， 図 170 のような「品質台帳」一覧画面が表示されます。 

ここでは，すべての圃場について，品質データが一覧表示されます。 

 

 

図 170 「品質台帳」一覧画面 

 

初期表示では，「対象作物」が「（すべての作物）」となっています。この状態では，作

物間を越えて各品質項目データを一括処理していますが，通常このような処理は意味が

ありませんので，必ず「対象作物」を選択して下さい（作物が異なると品質管理項目自

体が異なる可能性があるため）。 

「対象作物」を選択することで，一覧内の品質管理項目名も品質項目マスタに作物ご

とに登録されている管理項目名に更新されます。通常，このように「対象作物」を選択

した状態で使用します。 

 

 

図 171 「対象作物」を選択した「品質台帳」一覧・編集画面 
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また，必要に応じて，該当するセル（圃場と品質データ項目で決まります）をクリッ

クして値を入力・編集できます。 

品質管理データを初期化する 

管理ファイル作成直後などで，品質管理データが登録されていない場合に，一括して

品質管理データを初期化登録するには，土壌台帳一覧編集画面から「編集(E)」→「初期

化(I)」を選択実行します。 

 

 

図 172 土壌管理データの初期化メニューの選択・実行 

 

これにより，土壌管理データ未登録圃場の各成分値が 0 で初期化されます。 

作付台帳と照合し品質管理データを整理する 

品質管理項目は作物に依存しているため，作付が変更・削除されると品質台帳上に対

応する作付作物の存在しない品質管理データが残ります。これを解消するためには，品

質台帳一覧編集画面から「編集(E)」→「作付台帳照合・整理(V)」を選択実行します。 

 

 
図 173 「作付台帳照合」メニューの選択・実行 

 

これにより，作付台帳との照合が行われ，対応する作付のない品質管理データが削除

されます。 

品質データを圃場図表示する【操作】 

メイン画面のメインメニューから「台帳表示(D)」→「品質台帳(Q)」→「マップ表示(M)」

を選択実行すると，以下の「品質マップ表示」設定画面が表示されます。 
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図 174 「米品質マップ表示」設定画面 

 

ここで，圃場図に表示する「対象作物」と「品質項目」を選択します（初期表示では

先頭作物の先頭品質項目が選択されます）。また，必要に応じて「作付」，「作付年」を指

定して表示対象を限定しておきます。 

すると，以下のように選択した項目の凡例が，設定画面内に表示されるとともに，メ

イン画面の圃場図上に，凡例の各階級に属する圃場が着色表示されます（図 175）。 

 

 

図 175 品質データの圃場図表示例 

（この例では「蛋白含量」データを圃場図に着色表示しています） 
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水利管理（水利台帳を管理する）【操作】 

水利データ入力 

水利管理では，水域マスタに登録されている水域ごとに利水可能な期間（水が来る期

間）を登録して，入水作業計画作成などに利用します。 

水利台帳に利水（配水）期間を登録するには， 

 

１．メインメニューから「台帳入力(I)→水利台帳入力（水系単位）(W)」を選択・実行

します。 

 

 

図 176 水利台帳一覧・編集メニューの選択・実行画面 

 

２．以下の水利台帳入力画面が表示されるので，ここで「水系」を選択し，カレンダ

ーから配水日を左クリックして「設定日一覧」に加えます。 

 

 

図 177 水利台帳一覧・編集画面 
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３．設定一覧に登録済みの日付（カレンダー上で太字表示）を削除する場合は，カレ

ンダー上でその日をもう一度左クリックします。 

４．必要に応じて「備考」を入力します。 

５．入力が終わったら「登録(R)」を左クリックして入力データを保存します。 

 

水利台帳の入力項目は以下のとおりです（太字は必須項目です）。 

 

 水系（水域） ----------------- 登録する水系を選択します。 

（対象水域欄に設定対象となる水域が設定されます） 

 設定日 -------------------------- 配水日をカレンダーから選択します。 

（選択日が設定日一覧に設定されます） 

 備考 ----------------------------- この配水についての備考・任意事項を 100 文字以内で指定

します。 

 

水利台帳一覧・編集 

水利台帳へのデータ追加の他に変更・削除も行う場合は， 

 

１．メインメニューから「データ管理(M)→水利台帳(W)」を選択・実行します。 

 

 

図 178 水利台帳一覧・編集メニューの選択・実行画面 

 

２．以下の水利台帳一覧・編集画面が表示されるので，ここで必要な項目（水域コー

ド，配水開始～終了日時，備考）を入力します。 

３．入力済みのデータについては必要に応じてセルを選択して編集します。 

４．削除する場合は行を選択して削除ボタン（ ）でレコードを削除します。 

５．入力が終わったら，「ファイル(F)→閉じる(C)」を選択・実行して，編集データを

保存します。 
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図 179 水利台帳一覧・編集画面 

 

水利台帳表示 

水利台帳に入力されたデータを地図表示するには「台帳表示(D）→土地台帳(F)→水

域・配水状況(W)」を選択・実行します（以下の表示設定画面が表示されます）。 

 

 

図 180 「水域・配水マップ」表示設定画面 
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初期表示では，以下のように水域マップが表示されます。 

 

 

図 181 水域マップ表示例 

 

「配水表示」をチェックし，表示したい配水（利水）日を選択すると，以下のような

配水マップが表示されます。 

 

 

図 182 配水マップ表示例 

 

ここで，詳細一覧ボタンを左クリックして該当圃場を選択したり，詳細一覧から配水

予定を確認したりして，入水作業計画作成に活用します。 
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雑草管理（雑草台帳を管理する）【操作】 

雑草データ入力 

雑草管理では，雑草台帳に草種や繁茂状況を入力し，除草対策立案などに役立てます。

圃場ごとに雑草台帳に入力するには， 

 

１．メイン画面で「管理（選択）」ツールボタンを左クリックして選択（反転表示）状

態にします。 

２．目的の圃場を選択（左クリック）して「単一圃場台帳入力」画面を表示します。

この時，「雑草台帳」以外の台帳フォームまたはタブが表示されている場合は「雑

草台帳」ボタン（個別台帳フォームの場合）または「雑草台帳」タブ（タブ切替

台帳フォームの場合）を左クリックします。 

  （これにより以下の「雑草台帳入力」画面が表示されます） 

 

  

図 183 雑草台帳入力画面（左：単一台帳，右：複数台帳タブ切り替え） 

 

３．データが登録されていない場合は［レコード追加］ボタンをクリックして圃場に

雑草データを追加（新規作成）します。逆に不要の場合は［レコード削除］しま

す。 

４．「雑草台帳入力」画面に従って，雑草の種類や主要草種，繁茂状況などを選択・入

力します。 

５．必要に応じて入力圃場を切り替え，別の圃場についても同様に入力します。 

６．入力が終了したら「閉じる(C)」ボタンをクリックし，メイン画面に戻ります。 

 

選択・入力項目は以下のとおり（太字は必須項目です）。 

 

 繁茂状況 ----------------------- 「なし」～「多」の 6 段階で選択します。 

 雑草種類 ----------------------- 1 類～5 類から草種を選択します。 

 備考 ----------------------------- 主要な雑草名などを 100 文字以内で入力します。 
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雑草台帳表示 

雑草台帳に入力されているデータを圃場図上に着色表示するにはメインメニューから

「台帳表示(D)→雑草発生状況(W)」を選択・実行します。 

 

 

図 184 雑草台帳マップ表示メニューの選択・実行 

 

以下の「雑草発生状況マップ」画面が表示され，同時に圃場図上で該当圃場が着色表

示されます。 

 

 

図 185 「雑草発生状況マップ」操作画面 

 

さらに，画面中の 1～5 類に該当するチェックボックスを選択（チェック）した場合は

その草種が入力されている圃場が着色表示されます。複数の草種をチェックした場合は

AND 条件となり，チェックした全ての草種が入力されている場合のみ着色表示されます。

どの草種もチェックしていない場合（既定）は，いずれかの草種が入力されている圃場

が着色表示されます。 
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生産出荷データの管理 

これまでの台帳では圃場図上の圃場区画（ポリゴンシェイプ）を基準・管理単位とし

てデータを管理してきました。これに対し「生産出荷台帳」は，収穫作業を経て作物が

圃場を離れてから製品として出荷されるまでの過程のデータを管理します。 

管理単位は「生産ロット」です。通常，水稲（米），小麦，大豆などの穀類では乾燥・

調製作業単位でロット，野菜・果樹類では収穫・調製単位でロット扱いになります。 

生産出荷台帳に入力するには，作成しようとする生産ロットの元が圃場由来（生の収

穫物）の場合はその圃場を予め選択しておきます。多くの場合，そのロットの作物を収

穫した圃場を選択することになります。また，ロットが前工程のロットから構成される

場合はそのロットを記録しておきます。このように，あるロットに対して生産圃場や前

工程のロットを関連づけておくことで，生産ロット（製品）から中間ロットを辿り最終

的に生産圃場まで生産履歴を遡ることが可能になります。 

生産出荷台帳への入力【操作】 

生産出荷台帳に生産ロットデータを追加するには，ロット内容に応じて大きく２通り

あります。圃場収穫物から構成される収穫ロットと種苗から構成される種苗ロットです。

本システムでは内容の異なるこの 2 種類の生産ロットを同じ生産出荷台帳で共通に管理

します。 

収穫ロットの新規登録 

新しい収穫ロットを登録するには，予めそのロットの元となった収穫圃場を複数選択

モードまたは圃場検索により選択しておきます。その状態でメインメニューから「台帳

入力(I)→生産出荷台帳入力（収穫ロット登録）(O)」を選択・実行します。「入力」ツー

ルバー内の「収穫」ボタンからも実行できます。 

 

  

図 186 「生産出荷台帳入力」メニューの選択・実行 

（左：メインメニューから，右：「入力」ツールバーから） 

（必ず対象となる生産圃場を選択した状態で選択・実行します） 
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「生産出荷台帳（収穫ロット）入力」画面（図 187）が表示されるので，以下順に収

穫ロットデータ項目を入力します。 

 

１．生産圃場を選択している場合は「対象圃場」一覧に圃場コードまたは地番が正し

く表示されているか確認します。 

２．作物・品種を入力します。 

  （作物を入力しないと他の項目を入力できませんので，最初に入力します） 

 

 

図 187 生産出荷台帳入力初期表示画面 

 

 

図 188 生産圃場の確認と作物・品種の入力例 

 

３．「入荷」タブを選択して収穫ロットへの入荷状況を入力します。乾燥工程を伴う場

合は仕上がり水分(%)を入力し，生重量(kg)と生水分(%)を入力すれば，乾燥重量が

自動的に算出されます。乾燥工程を伴わない場合は乾燥重量欄に収量値を直接入

力します。 

４．ロットに対するすべての入荷状況が入力できたら「ロット収量にコピー」ボタン

を左クリックして，ロット収量を確定します。入荷状況タブを使用した積算を行

わずに直接ロット収量を入力しても構いません。 

５．「品質」タブを選択し収穫ロットの品質データを入力します（必要に応じて）。 

６．「製品」タブを選択し収穫ロットから生産される出荷製品データを入力します（必
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要に応じて）。 

 

 

図 189 入荷状況データの入力例 

 

 

図 190 品質データの入力例 

（品質項目マスタに登録された項目についてそれぞれ入力します） 

 

 

図 191 製品（出荷形態）データの入力例 

（出荷形態マスタに登録された形態（製品）ごとに入力します） 

 

７．以上の収穫ロットデータでよいか確認し，最後に登録（生産）日を指定します。

既定では操作した当日が自動入力されるので必要に応じて登録日を変更します。 

８．ロットデータ入力（追加）を確定するために［OK］ボタンを左クリックします。 

（以下の追加終了確認画面が表示されます） 
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図 192 生産ロットデータ追加完了確認画面 

 

以上の操作で 1 件の収穫ロットデータが生産出荷台帳に追加されます。 

種苗ロットの新規登録 

新しい種苗ロットを新規登録するには， 

 

１．単筆管理モードで種苗生産の場となる地図上の区画（作業場，育苗ハウスなどの

種苗生産区画）を選択します。 

２．メインメニューから「台帳入力(I)→種苗台帳入力（種苗ロット登録）(L)」を選択・

実行するか，「入力」ツールバー内の「種苗」ボタンを左クリックします。 

 

  

図 193 種苗ロット登録メニューの選択・実行 

（左：メインメニューから，右：「入力」ツールバーから） 

 

３．事前に選択された区画の作付（利用目的）を選択します。 

 

 

図 194 選択した区画の作付（用途）選択画面 
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種苗生産の場となる区画には作付（ここではより広義に土地利用・施設利用など）と

して，作物：「種苗生産」，品種：「稲類」などの区画利用目的を予め作付台帳に登録して

おきます。そのためには区画利用目的を作物マスタに登録しておくことも必要です。 

 

４．以下の「生産出荷台帳（種苗ロット）入力」画面で，ロット情報を入力・選択し

ます。 

５．必要な情報が入力できたら「OK」ボタンを左クリックして新たな種苗ロットを確

定・保存します。 

 

 

図 195 種苗ロット情報入力画面 

 

種苗ロット入力画面の入力項目は以下のとおりです。 

「種苗一覧（構成）」タブ 

「種苗一覧（構成）」タブでは種苗ロットを構成する種子や苗の使用状況を入力します。

ここで「ロット構成」を登録するには， 

 

１．「登録種苗一覧（種苗マスタ）」から使用する種子または苗（グリッド行）を選択

（行内の任意のセルを選択）し，「▲」ボタンを左クリックします。 

（この時，種苗マスタ情報から作物・品種欄や資材としての種苗情報が各マスタ

から抽出され自動設定されます） 

２．「ロット構成」内の「使用量」欄に使用量を入力します。 
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図 196 ロット構成情報の入力画面 

 

以上の操作により種苗ロット構成情報が作成されます。 

 

 

種苗ロット構成情報を作成するためには，種苗に関する 3 つのマスタ情報が初期設定

時に登録されている必要があります。具体的には作物マスタ，資材マスタ，種苗マスタ

の３つです。これらのマスタ情報がすべて揃っていないと種苗ロットを登録することは

できません。どれか一つでも未整備な状態のマスタがある場合は，初期設定に戻って該

当マスタを完成させる必要があります。 

 

 

「ロット構成」の「使用量」は，資材マスタ登録されている重量・容量単位または荷

姿単位の数値を指定します。資材マスタが未整備の場合は，正確な種苗ロット情報を登

録できないので，先に資材マスタ（単位文字列など）を整備する必要があります。 

 

「作業」タブ 

「作業」タブでは種苗ロットを構成する際の実際の作業（種子予措作業，播種作業，

育苗作業など）状況を入力します。 

 

１．事前選択した区画の作付（利用目的）に応じて選択可能な作業リストの中から作

業名を選択します（「作業」コンボボックス）。 

※この作業が選択できない場合は事前選択した区画の作付台帳，さらには作業マ

スタ・作物マスタに未入力項目があります。以下の注意コラムの記述に従って，
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作付台帳または作業・作物マスタを先に整備する必要があります。 

２．作業者，作業日，作業時間を入力します。 

３．使用した資材類があればそれを選択します。使用量等については一旦ロット作成

を完了した後，生産出荷一覧編集画面（後述）で編集します。 

 

 

図 197 ロット作成作業情報の入力画面 

 

以上の操作で種苗ロットの作成作業情報が作成されます。 

 

 

「作業」タブ内の「作業」選択コンボボックスでは，種苗ロット入力画面が表示され

る直前に指定した作業場の作付作物（区画利用目的）に合わせて登録されている作業マ

スタから作業を選択します。このため，初期設定において，このような作業場等の区画

の作付用に作物マスタと作業マスタが作成されている必要があります。さらに，該当す

る区画に作業場用の作付が登録されていなければなりません。このいずれかに不備・未

整備があると，ここでの作業情報登録はできません。その場合は，先に初期設定の作物

マスタまたは作業マスタ，作付台帳を整備する必要があります。 

 

（←作物マスタの例） 

（←作業マスタの例） 
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（↑作付台帳の例） 

 

「生産物（製品）」タブ 

「生産物（製品）」タブでは，この種苗ロットから生産される種子，苗，苗箱などをロ

ットの生産物（製品）として登録します。 

 

１．種苗マスタから選択した構成種苗の作物登録に応じて出荷形態マスタに登録され

ている製品形態リスト（「出荷形態」欄）から，生産物の製品形態を選択します。 

２．生産物（製品）としての登録日を指定します（既定で操作当日が設定されます）。 

３．製品個数（種苗袋，育苗箱の数）を指定します。 

 

 

図 198 ロット生産物情報の入力画面 

 

以上の操作で種苗ロットの生産物情報が作成されます。 

 

 

種苗ロット生産物の登録に当たっては製品としての「出荷形態」情報が必要となりま

す。これは初期設定において対象作物ごとに「出荷形態マスタ」に登録されています。

種苗ロットでは種苗マスタから選択した種苗の作物情報に従って生産物の「出荷形態」

を選択します。このため，「出荷形態マスタ」が未作成の場合は「生産物（製品）」情報

を作成することはできません。その場合，初期設定に戻って使用する種苗の作物マスタ

登録に合わせて出荷形態マスタを作成する必要があります。 
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（↑出荷形態マスタの例） 

 

生産出荷台帳入力フォームについて【解説】 

登録した製品の出荷状況については，次に説明する「生産出荷台帳一覧表示・編集」

で入力します。また，この「生産出荷台帳入力」フォームは生産ロットデータを追加す

るだけで変更・削除操作はできません。登録済みの生産ロットデータの変更・削除操作

も次の「生産出荷台帳一覧表示・編集」フォームで行います。 

「生産出荷台帳入力」フォームは，新規の生産ロットデータを生産圃場情報や使用し

た種苗情報とともに追加する場合に使用します。次の一覧表示・編集フォームでは，生

産圃場の編集（追加・変更・削除）がすべて可能です。 

生産出荷台帳データの編集【操作】 

生産ロットデータの追加も含め，生産出荷台帳データを一覧表示・編集するには，メ

インメニューから「データ管理(M)→生産出荷台帳(O)」を選択・実行するか，「編集」ツ

ールバー内の「ロット」ボタン（ ）をクリックします。 

 

  

図 199 生産出荷台帳一覧表示・編集メニューの選択 
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以下の生産出荷台帳一覧編集画面（図 200）が表示されるので，ここで必要な編集を

行います。 

編集画面構成と入力項目 

上下２ペイン構成の画面上側には「生産ロット一覧」が表示され，ここで登録済みの

生産ロットデータを確認・編集します。 

画面下側には「生産ロット一覧」で選択されているロットの「生産圃場／ロット製品

／種苗」，「作業」，「機材」，「品質」，「製品」，「出荷」，「製品コード」，「出荷コード」デ

ータがそれぞれのタブ内に表示され，ここでロットごとに各データを確認・編集します

（最初に「生産ロット一覧」で編集対象となるロットデータ（行）を選択してからデー

タ編集を行います）。 

 

 

図 200 生産出荷台帳一覧編集画面 

 

１．生産ロットデータを追加する場合は「生産ロット一覧」の最下行にある新規行に

データを入力します。入力・編集可能な項目は以下のとおりです。 

 

 LID ------------------------------ 生産ロット ID。追加時に自動採番されます。システムが

管理しているので，変更する必要はありません。 

 作物 ----------------------------- 作物名を選択します（システム内部では作物コードが入

力されます）。 

 品種 ----------------------------- 品種コードを入力します。一覧下部の品種選択コンボボ

ックスから品種名で選択できます。 

 登録日 -------------------------- ロットデータの登録日，発生日などを入力します。既定

では操作当日が自動入力されます。 

 収量(kg) ------------------------ ロットの収量を kg 単位で入力します。 

 面積(a) -------------------------- ロットの生産圃場面積を a（アール）単位で入力します。 

 反収(kg/10a) ------------------ ロットの反収を入力します。収量と面積を入力すると自
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動的に計算されますが，直接入力もできます。 

 

２．生産ロットデータを変更するには，該当セルを選択してデータを入力します。 

３．生産ロットデータを削除するには，該当するデータ行を選択して[Delete]キーを押

します。削除確認が表示されるので確認の上削除します。 

 

「生産圃場」～「出荷コード」データについても同様に操作して編集を行います。な

お，「生産圃場」タブはロット内容（由来）に応じて「ロット製品」タブ，「種苗」タブ

に変わりますが，いずれもロットの由来（構成元）データを格納します。 

 

４．「生産圃場」タブでは生産ロットの元となる生産圃場の連番値を入力します。「ロ

ット製品」タブでは生産ロットの元となる前工程のロット番号を入力します。「種

苗」タブでは生産ロットの元となる種苗情報を入力します。 

５．「作業」タブではロットに対して行われた作業情報を入力します。「作業」タブ内

では栽培作業台帳上の作業記録へのリンク情報を記録し，実際の作業情報は栽培

作業台帳内に記録します（栽培作業台帳単筆入力画面を使用して入力します）。 

６．「機材」タブでは生産出荷過程で使用した機材とその使用時間（開始～終了時刻を

含む）を入力します。機材は予め「機材マスタ」に登録されている中から，機械

種別コードと機体コード選択入力します。 

７．「品質」タブでは生産ロット（製品）の品質データを入力します。品質項目は予め

「品質項目マスタ」に登録されている中から選択しその値を入力します。 

８．「製品」タブでは生産ロットから出荷される製品データを入力します。出荷（製品）

形態については予め「出荷形態マスタ」に登録されている形態の中から選択入力

します。単価（円）は出荷時の基準単価として使用されます。 

 また，製品番号（PID）ごとに「製品登録」欄をチェックすることで，該当製

品を在庫管理台帳に「商品」として登録できます（在庫管理上は商品入庫として

処理されます）。「登録 No.」は在庫への登録時に自動設定されます。 

 

 

図 201 「製品」データの入力・編集例 

 

９．「出荷」タブでは，「製品」タブに登録された製品（PID）ごとに出荷状況データ

を入力・編集します。「出荷」データを編集する際には，予め「製品」タブで編集

対象となる製品（データ行）を選択しておきます。現在選択されている製品番号

（PID）が表示されるのでそれを確認します。出荷タブには選択されている製品

の出荷状況データが表示されます。 

 また，出荷番号ごとに「出庫登録」欄をチェックすることで，該当する出荷を

在庫管理台帳上で「商品出庫」として登録できます。「出庫 No.」は在庫連動（出

庫処理）時に自動設定されます。 
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図 202 「出荷」データの入力・編集例 

（単価には「製品」の基準単価が既定入力されますが変更もできます） 

（出荷先は「農家・顧客マスタ」に顧客登録されている中から選択します） 

 

すべての編集が終わったら「ファイル(F)→閉じる(C)」メニューを選択・実行して生産

出荷台帳一覧編集画面を閉じます。 

なお，編集したデータは保存操作を行うまではデータベース内には反映されません。

編集終了後は必要に応じて保存操作を行います。 

 

 

「製品コード」，「出荷コード」タブでは，個々の製品（包装単位ごと），個々の出荷製

品（包装単位ごと）のコードを登録できます。この記録機能はバーコード管理等に対応

するために用意されています。 

 

生産出荷由来圃場のマップ表示【操作】 

生産出荷台帳の圃場収穫由来のロットではそれぞれの収穫圃場番号を記録しています。

そのロットの製品・出荷物についてもロットに関連づけられているので，ロット番号を

介して製品・出荷物からその元となる生産圃場を特定できます。 

このように生産履歴をたどるために生産ロットや出荷ロットに対して生産由来圃場を

マップ表示するには，「台帳表示(D)→生産出荷台帳(H)→マップ表示(M)」メニューを選

択・実行します（図 203）。 

 

 

図 203 生産出荷由来圃場マップ表示メニューの選択・実行 

 

以下の「生産出荷マップ」表示操作画面（図 204）が表示されるので， 

 

１．最初に作物を選択します。 

  （出荷別一覧，ロット別一覧が更新されます） 
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２．出荷別一覧またはロット別一覧からマップ表示する出荷データ（行）または生産

ロットデータ（行）を選択します。 

 

 

図 204 「生産出荷マップ」表示操作画面 

 

以上の操作により，圃場マップ上にそのロットの生産由来となる圃場が着色表示され

ます。さらにその状態で［圃場選択］ボタンをクリックすると，圃場マップ上に着色表

示されている生産由来圃場を選択状態にできます（圃場検索フォームが表示されます）。

また，［印刷］ボタンをクリックすると現在のマップ表示内容を印刷プレビュー～印刷で

きます。 

生産出荷データの一覧表示【操作】 

生産出荷データを一覧表示するには，メインメニューから「台帳表示(D)→生産出荷台

帳(H)→一覧表示(T)」メニューを選択・実行します。 

 

 

図 205 生産出荷一覧表示メニューの選択・実行 

 

以下のような「出荷一覧」画面が表示されます。ここでは，ロット番号や作物・品種，

出荷先，荷姿を条件として絞り込み表示が可能です（複数条件を指定した場合は AND 検
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索となります）。 

さらに，「出荷一覧」画面のメニューより「ファイル(F)→レポート出力(R)」と辿るこ

とで，現在の表示内容をレポート出力できます。 

 

 

図 206 生産出荷一覧表示画面例 

 

 

図 207 生産出荷一覧画面のレポート出力メニューの選択・実行 

 

 

図 208 生産出荷一覧レポート画面 

 

生産製品ラベル印字用 CSV ファイルの出力【操作】 

生産出荷台帳に登録されている製品のラベルを差し込み印字するためのCSVファイル

を出力するには，メインメニューから「台帳表示(D)→生産出荷台帳(H)→製品ラベルデ

ータ出力(L)」メニューを選択・実行します。 

 

 

図 209 生産製品ラベルデータ出力メニューの選択・実行 
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以下の「製品ラベルデータ出力」画面が表示されるので，画面に従ってラベル出力項

目を入力・選択します。 

 

 
図 210 製品ラベルデータ出力設定画面 

 

入力・選択する項目は以下のとおりです。 

 

 名称（品名） ----------------- 製品名（品名一覧より米については選択可）。 

 産地名 -------------------------- 都道府県名などの産地名を入力します。 

 品種名 -------------------------- 品種名を入力します。また製品一覧より選択入力もでき

ます。 

 産年 ----------------------------- 生産年。製品一覧より選択入力できますが，その後直接

編集して変更もできます。 

 使用割合 ----------------------- この品種の割合です。単一品種の場合 100%（’100’を入

力）です。 

 内容量 -------------------------- 直接入力，または製品一覧より選択可。 

 精米（調製）日 -------------- 製品の調製日（”年．月．日”形式で） 

 販売者 -------------------------- 生産者・販売者名，連絡先。農家マスタ登録データより

選択入力できます。 

 

ラベル出力項目を指定できたら［出力］ボタンをクリックし，出力ファイル名を指定

して CSV ファイルに出力します。 

以下の例は，出力した CSV ファイルをマイクロソフトエクセルに読み込み表示したも

のです。 
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図 211 出力された製品ラベルデータの例（エクセル表示） 

 

以降はこのような CSV ファイル（1 行目が項目名，2 行目以降がデータ）を差し込み

データファイルとして利用可能なラベル印字ソフトを使用して，ラベルテンプレートを

作成し印字します。 

本システムでは，コクヨ（株）が公開している「合わせ名人３」用のテンプレートお

よび差し込みデータをサンプルとして提供しています（ユーザの既定ドキュメントフォ

ルダ内の”PMS”フォルダ以下にセットアップされています）。 

この他，「ワード」や「一太郎」などのワープロソフトなどを利用しても差し込み印刷

は可能です。 

 

 

〔メモ〕 

 

 

  


